
富 士 宮 市 週 休 ２ 日 推 進 工 事 特 記 仕 様 書  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  本 特 記 仕 様 書 は 、建 設 産 業 に お け る 担 い 手 の 確 保・育 成 の た め 、

他 産 業 と 遜 色 な い 建 設 業 の 働 き 方 の 実 現 に 向 け 、 多 様 な 働 き 方 が 求

め ら れ て い る こ と か ら 、 地 域 の 実 情 や 現 場 の 状 況 等 を 踏 ま え 、 週 休

２ 日 な ど 、 適 切 な 方 法 に よ り 取 り 組 み を 推 進 す る と と も に 、 週 休 ２

日 推 進 工 事 の 実 施 に 伴 い 必 要 と な る 事 項 を 定 め 、 建 設 現 場 に お い て

週 休 ２ 日 の 取 得 が 可 能 な 環 境 づ く り を 推 進 し 、 労 働 環 境 を 改 善 す る

こ と を 目 的 と す る 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 特 記 仕 様 書 に お い て 用 い る 用 語 は 次 の と お り と す る 。  

⑴   週 休 ２ 日  

    対 象 期 間 に お い て 、 ４ 週 ８ 休 以 上 の 現 場 閉 所 を 行 っ た と 認 め ら

れ る 状 態 の こ と を い う 。  

⑵   対 象 期 間  

    工 期 の う ち 、 準 備 期 間 と 後 片 付 け 期 間 を 除 く 期 間 を い う 。 た だ

し 、 年 末 年 始 休 暇 （ ６ 日 間 ）、 夏 季 休 暇 （ ３ 日 間 ）、 工 場 製 作 の み

を 実 施 し て い る 期 間 、 工 事 全 体 を 一 時 中 止 し て い る 期 間 の ほ か 、

発 注 者 が あ ら か じ め 対 象 外 と し て い る 期 間 は 含 ま な い 。  

⑶   現 場 閉 所  

    対 象 期 間 に お い て 、 現 場 事 務 所 で の 事 務 作 業 を 含 め １ 日 を 通 し

て 現 場 や 現 場 事 務 所 が 閉 所 さ れ た 状 態 を い う 。 な お 、 巡 回 パ ト ロ

ー ル や 保 守 点 検 等 、 現 場 管 理 上 必 要 な 作 業 を 行 う 場 合 を 除 く 。  

⑷   現 場 閉 所 率  

    対 象 期 間 に お け る 現 場 閉 所 日 数 の 割 合 （ 現 場 閉 所 日 数 ／ 対 象 期

間 日 数 ） で 算 定 す る 。 現 場 閉 所 率 が ２ ８ ． ５ ％ 以 上 の 場 合 を ４ 週

８ 休 以 上 と す る 。  

⑸   完 全 週 休 ２ 日 （ 土 日 ）  

    対 象 期 間 の 全 て の 週 に お い て 、 現 場 閉 所 を 土 日 に 指 定 し 、 １

週 間 に ２ 日 以 上 の 現 場 閉 所 を 行 っ た と 認 め ら れ る 状 態 を い う 。



た だ し 、 受 発 注 者 間 の 事 前 協 議 に よ り 、 予 め こ れ に 代 わ る 定 休

日 を 設 定 し て も よ い も の と す る 。  

⑹   月 単 位 の 週 休 ２ 日   

     対 象 期 間 の 全 て の 月 に お い て 、 週 休 ２ 日 の 状 態 を い う 。   

     た だ し 、 暦 上 の 土 曜 日 、 日 曜 日 の 日 数 割 合 が ２ ８ ． ５ ％ に 満 た

な い 月 に お い て は 、 当 該 月 に お い て は 、 当 該 月 の 土 曜 日 、 日 曜 日

の 合 計 日 数 以 上 の 現 場 閉 所（ 現 場 休 息 ）を 行 っ て い る 状 態 を い う 。   

⑺   通 期 の 週 休 ２ 日   

     対 象 期 間 の 現 場 閉 所 率 が ２ ８ ． ５ ％ 以 上 の 状 態 を い う 。  

（ 発 注 ）  

第 ３ 条  週 休 ２ 日 推 進 工 事 の 発 注 は 、 発 注 者 指 定 型 に よ る 発 注 と し 、 対

象 工 事 に つ い て は 、 施 工 条 件 明 示 事 項 に 明 記 す る 。  

な お 、 費 用 の 計 上 を 行 う 工 事 に お い て は 、 達 成 を 前 提 と し た 補 正

係 数 に よ り 費 用 を 計 上 す る 。  

 （ 実 施 方 法 ）  

第 ４ 条  週 休 ２ 日 推 進 工 事 の 実 施 方 法 は 次 の と お り と す る 。  

１  第 ２ 条 の 対 象 工 事 の う ち 費 用 の 計 上 を 行 わ な い 工 事 に お い て は 、

工 事 完 成 時 、 受 注 者 は 週 休 ２ 日 達 成 状 況 報 告 表 （ 別 紙 １ を 参 考 と す

る ） を 監 督 員 に 提 出 す る も の と す る 。  

２  費 用 の 計 上 を 行 う 工 事 に お い て は 、 次 の と お り と す る 。  

⑴   受 注 者 は 、 現 場 着 手 日 ま で に 現 場 閉 所 計 画 表 （ 別 紙 ２ を 参 考 と

す る 。）を 監 督 員 に 提 出 し 、こ れ に 基 づ き 施 工 を 行 う 。な お 、受 注

者 の 責 め に 帰 す こ と が で き な い 理 由 に よ り 実 施 が 困 難 な 場 合 に は 、

対 象 期 間 開 始 前 に 受 発 注 者 間 協 議 を 行 う こ と と す る 。  

⑵   受 注 者 は 、 計 画 に 変 更 が 生 じ た 場 合 に は 、 そ の 都 度 変 更 の 現 場

閉 所 計 画 表 を 監 督 員 に 提 出 す る 。  

⑶   監 督 員 は 、 受 注 者 に 工 事 記 録 簿 等 の 資 料 を 求 め 、 現 場 閉 所 率 等

に つ い て 確 認 を 行 う 。 な お 、 規 定 の 現 場 閉 所 を 行 っ た と 認 め ら れ

な い 場 合 に は 、 現 場 閉 所 率 等 に 応 じ た 費 用 計 上 に よ る 変 更 契 約 を

行 う も の と す る 。  



 （ 費 用 の 計 上 ）  

第 ５ 条  森 林 工 事 に お い て は 、 静 岡 県 が 別 に 定 め る 「 週 休 ２ 日 推 進 工 事

積 算 要 領 （ 森 林 工 事 ）」 を 準 用 し 、 費 用 の 計 上 を 行 う も の と す る 。   

 


